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『アミナイトＤＳⓇ』は、ダイカスト金型の最大課題である耐ヒートチェック性を改善するた
め、「窒化処理」、「ショットピーニング」技術を最適化したプロセスであり、従来対比（高機
能窒化＊１：２倍以上、塩浴軟窒化：３倍以上）、金型寿命向上が期待できます。

多様な窒化処理を受託加工していますが新たにラジカル窒化処理受託をラインアップし窒
化処理受託を充実しました。       
ラジカル窒化処理の特徴「処理面変化が僅かで綺麗」「ＰＶＤ下地窒化に適用できる」等で
ＰＶＤ下地窒化（複合処理名；アミコートＣ）、プラスチック金型等に広く適用されています。 

アミナイト
ＤＳの
特長

アミナイト
ＤＳの
位置づけ

アミナイト
ＤＳの
特性

ダイカスト金型の寿命向上（特に耐ヒートチェック性改善）に貢献する「複合表面処理」

アミナイトDS 塩浴軟窒化処理

ラジカル窒化装置

基 礎 特 性 金型材SKD61の場合

残留応力
表面の粗さ

・1100HVの硬さ（表層から２５μmの位置）
・強靭（化合物層レス）
・高い圧縮応力（1500MPa)
・粗さRa:1μm以下

ディーエス ラジカル窒化処理

◇高圧縮応力付加の複合表面処理

◇耐ヒートチェック性改善

◇ダイカスト金型の寿命大幅改善

●化合物層の無い窒化処理です。
●窒化処理後の肌は処理前の面粗度(光沢）がほぼ変化無く表面状態が良好です。
●低温処理（４００℃～５００℃）のため、適用可能鋼種が広く又、ラジカル処理による寸法
　変化は僅少です。
●ＰＶＤ下地窒化適用でＰＶＤ硬質膜と基材硬度差をラジカル窒化処理硬化層が緩和し
　ＰＶＤ処理効果を一段と向上させます。
　（最適ラジカル窒化処理との複合ＰＶＤ処理；アミコートＣ）　

表層の強度

アミナイト
ＤＳの
効果

ラジカル
窒化の
特長

ラジカル
窒化の
硬さ分布

耐ヒートチェック性を改善
ダイカスト金型の損傷比較（5,000サイクル鋳造後）

表面部の高い圧縮残留応力により、ヒートチェック発生を遅延

寿命3倍以上
有 効 寸 法：φ６００×６００Ｈ
最大処理量：３００ｋｇ

ＤＣ５３ミクロ組織（窒化層５０μｍ狙い）
化合物層なく、約５０μｍ窒化層
断面硬さ分布；図ＤＣ５３を参照
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＊１：耐ヒートチェック性改善を狙った窒化処理


